
（ 検 査 員 ） 工 事 成 績 採 点 の 考 査 項 目 別 運 用 表 別紙③

対象 ［評価対象項目］…原則、全項目対象。

契約書第１８条第１項第１号～５号に基づく設計図書の照査を行っていることが確認できる。
　該当項目数 評価対象項目数 施工計画書が工事着手前又は施工方法が確定した時期に提出され、

（ ）÷（ 0 ） 所定の項目が記載されているとともに、
） 設計図書の内容及び現場条件を反映したものとなっていることが確認できる。

工事期間を通じて、施工計画書の記載内容と現場施工方法が一致していることが確認できる。
評価 判断基準［評価値％］ 現場条件又は計画内容に重要な変更が生じた場合（工期や数量等の軽微な変更は除く）は、

　ａ：９０％以上 その都度当該工事着手前に変更計画書を提出していることが確認できる。
　ｂ：８０％以上９０％未満 工事材料を品質に影響が無いよう保管していることが確認できる。
　ｃ：８０％未満 立会確認の手続きを事前に行っていることが確認できる。
※削除後の評価対象項目が 建設副産物の再利用等への取り組みを行っていることが確認できる。
２項目以下の場合はＣ評価 施工体制台帳及び施工体系図を法令等に沿った内容で

適確に整備していることが確認できる。

下請に対する引き取り（完成）検査を書面で実施していることが確認できる。

品質証明体制が確立され、ISO9001 又は品質証明員による関係書類、出来形、

品質等の確認を工事全般にわたって行っていることが確認できる。 

（設計図書で品質証明の対象工事と明示された場合）

工事関係書類を事前協議に基づき過不足なく作成していることが確認できる。

社内の管理基準の設定、管理方法が工種毎に明確であり、

その内容に基づき管理していることが確認できる。

その他 　理由：

  　　　　　　d　評価 0 施工管理について、監督員が文書による改善指示を行った。

  　　　　　　e　評価 0 施工管理について、監督員からの文書による改善指示に従わなかった。

２
・
Ⅰ
・
施
工
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理

評価(ａ～ｅ) 該 当

　　　＝評価値％（

0

考査項目別運用表（検査員用）



［評価対象項目］

出来形管理が、出来形管理図及び出来形管理表により確認できる。

社内の管理基準に基づき管理している事が確認できる。

不可視部分の出来形が写真（監督員等が臨場した箇所は除く）で確認できる。

写真管理基準の管理項目を満足している。

出来形管理基準が定められていない工種について、監督員と協議の上で管理していることが確認できる。

その他（ ）

① 出来形は、工事全般を通じて評定するものとする。

② 出来形とは、設計図書に示された工事目的物の形状及び寸法をいう。

③ 出来形管理とは、「土木工事施工管理基準」の測定項目、

    測定基準及び規格値に基づき所定の出来形を確保する管理体系である。

④ 出来形管理項目を設定していない工事は「ｃ」評価とする。

ｂａ’

評価(ａ～ｅ)

出来形の測定が、
必要な測定項目に
ついて所定の測定
基準に基づき行わ
れており、測定値
が規格値を満足
し、そのばらつき
が規格値の概ね
50％以内で、下記
の「評価対象項
目」の4項目以上
が該当する。

出来形の測定が、必要
な測定項目について所
定の測定基準に基づき
行われており、測
定値が規格値を満足
し、そのばらつきが規
格値の概ね50％以内
で、下記の「評価対象
項目」の3項目以上が
該当する。

出来形の測定が、必
要な測定項目につい
て所定の測定基準に
基づき行われてお
り、測定値が規格値
を満足し、ａ～ｂ’
に該当しない。

出来形の測定方法
又は測定値が不適
切であったため、
監督員が文書で指
示を行い改善され
た。

出来形の測定が、
必要な測定項目に
ついて所定の測定
基準に基づき行わ
れており、測定値
が規格値を満足
し、そのばらつき
が規格値の概ね
80％以内で、下記
の「評価対象項
目」の3項目以上
が該当する。

出来形の測定方法又は測
定値が不適切であったた
め、検査員が修補指示を
行った。

eａ

出来形の測定が、必
要な測定項目につい
て所定の測定基準に
基づき行われてお
り、測定値が規格値
を満足し、そのばら
つきが規格値の概ね
80％以内で、下記の
「評価対象項目」の
2項目以上が該当す
る。

d
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※１．「品質」及び「出来ばえ」の評定は、主たる工種を抽出し、「選択」ボタンを押してください。

※２．「品質」及び「出来ばえ」の評定対象は、最大２工種までとしてください。

・総合評価

ａ…総合評点≧9０ < 90で計算 >

ａ'…総合評点≧8０ < 80で計算 >

ｂ…総合評点≧7０ < 70で計算 >

 b'…総合評点≧6０ < 60で計算 >

ｃ…総合評点≧5０ < 50で計算 >

ｄ…総合評点＞2０ < 30で計算 >

ｅ…２工種選択の場合１工種にｅ評定があれば「ｅ」

選 択 　上記以外の工事

   土 工 事 （盛土・築堤等）選 択

選 択    鋼橋工事（工場製作）RC床版工事はｺﾝｸﾘｰﾄ構造物に準ずる

選 択

選 択

選 択

選 択

　舗装工事（アスファルト舗装工関係）

選 択

　舗装工事（インターロッキング工関係）

【品質総合評点】

　法面工事（現場打［プレキャスト］法枠工関係)

   防護柵（網）工事選 択

選 択

（ 評定対象を抽出してください。)

   土 工 事 （切土）    植栽工事

選 択

主 た る 工 種 主 た る 工 種

選 択

＝

品質総合評価

∑（品質評点）

選 択    維持工事（清掃工、除草工、付属物工、応急処理等）

選 択

選 択

選 択    護岸・根固・水制工事

   砂防構造物工事

   電線共同溝工事

　トンネル工事　コンクリート構造物工事

　標識工事

選 択

選 択

   区画線工事

   鋼橋工事（架設）RC床版工事はｺﾝｸﾘｰﾄ構造物に準ずる

選 択

∑（評定対象数）

∑（評定対象数）

＝

0

   地すべり防止工事（抑止杭・集水井戸工事を含む）

点

0

0

0

選 択

選 択

　舗装工事（路床・路盤工関係）

　舗装工事（コンクリート舗装工関係）

　法面工事（各種吹付工関係）    港湾構造物工事（付属工関係)

　法面工事（コンクリート又はモルタル吹付工関係）

   公 園 工 事

選 択

選 択

   港湾構造物工事（捨石基礎関係）

選 択    水道工事

選 択    管更生工事　海岸工事

選 択    下水道工事

出来ばえ総合評価

選 択

選 択

選 択

点

【出来ばえ総合評点】

＝

選 択 　基礎工（杭関係）ｺﾝｸﾘｰﾄ、鋼管、場所打ち、深礎等

選 択

∑（出来ばえ評点）
＝

選 択

選 択

選 択

選 択

   港湾構造物工事（浚渫・床掘関係）

　基礎工（地盤改良関係）

　修繕工事（橋脚補強、耐震補強、落橋防止等）

選 択

選 択

選 択 　港湾構造物工事（本体工）杭及び矢板、控工関係

　港湾構造物工事（本体工）ケーソン据付関係

　港湾構造物工事（本体工）ブロック据付関係

   コンクリート橋上部工事（PC・RC）

選 択 　塗装工事
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※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

250

251

252 該当項目数 評価対象項目数

253 （ 0 ）÷（ 0 ）

254 ）

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

選 択

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

300

301

302 該当項目数 評価対象項目数

303 （ 0 ）÷（ 0 ）

304 ）

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317

318

319

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が、当該現場の供試体であることが確認できる。

施工条件や気象条件に適した運搬時間､打設時の投入高さ及び締固め方法が、定められた条件を満足していることが確認できる。（寒中及び暑中コンクリート等を含む）

コンクリートの圧縮強度を管理し、必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っていることが確認できる。

コンクリートの打設前に、打継ぎ目処理を適切に行っていることが確認できる。

コンクリートの養生が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

スペーサーの品質及び個数が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

有害なクラックが無い。

その他（理由：

鉄筋の品質が、証明書類で確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

鉄筋の組立及び加工が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

評価(ａ～e)

コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており、温度、スランプ、空気量等の測定結果が確認できる。

抽 出

コンクリート打設までにさび、どろ、油等の有害物が鉄筋に付着しないよう管理していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
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コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており､コンクリートの品質(強度・ｗ／ｃ、最大骨材粒径、塩化物総量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制等）が確認できる。

圧接作業にあたり、作業員の技量確認を行っていることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

325

326

327 該当項目数 評価対象項目数

328 （ 0 ）÷（ 0 ）

329 ）

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

段切りを設計図書に基づき行っていることが確認できる。

置換えのための掘削を行うにあたり､掘削面以下を乱さないように施工していることが確認できる。

土羽土の土質が設計図書を満足していることが確認できる。

構造物周辺の締固めを設計図書に定められた条件で行っていることが確認できる。

締固めが設計図書に定められた条件を満足していることが確認できる。

一層あたりのまき出し厚を管理していることが確認できる。

雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を実施していることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

その他（理由：

 ＝評価値（

芝付け及び種子吹付を設計図書に定められた条件で行っていることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
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質
・
土
工
事

(

切
土

)

ＣＢＲ試験などの品質管理に必要な試験を行っていることが確認できる。

法面に有害な亀裂が無い。

伐開除根作業が設計図書に定められた条件を満足していることが確認できる。
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※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

350

351

352 該当項目数 評価対象項目数

353 （ 0 ）÷（ 0 ）

354 ）

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

置換えのための掘削を行うにあたり､掘削面以下を乱さないように施工していることが確認できる。

締固めが設計図書に定められた条件を満足していることが確認できる。

一層あたりのまき出し厚を管理していることが確認できる。

芝付け及び種子吹付を設計図書に定められた条件で行っていることが確認できる。

伐開除根作業が設計図書に定められた条件を満足していることが確認できる。

その他（理由：

構造物周辺の締固めを設計図書に定められた条件で行っていることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

ＣＢＲ試験などの品質管理に必要な試験を行っていることが確認できる。

評価(ａ～e)

段切りを設計図書に基づき行っていることが確認できる。

抽 出

土羽土の土質が設計図書を満足していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
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質
・
土
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雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を実施していることが確認できる。

法面に有害な亀裂が無い。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

375

376

377 該当項目数 評価対象項目数

378 （ 0 ）÷（ 0 ）

379 ）

380

381

382

383

384

385

386

387

388

389

390

391

392

393

394

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

裏込材及び胴込めコンクリートの締固めを、空隙が生じないよう十分に行っていることが確認できる。

有害なクラックが無い。

その他（理由：

緑化ブロック、石積（張）、法枠、かごマット等における材料のかみ合わせ又は連結が、裏込材の吸出しが無いよう行っていることが確認できる。

根固工、水制工、沈床工、捨石工等において、材料の連結及びかみ合わせが設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

植生工で、植生の種類、品質、配合及び養生が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

石積（張）工において、大きさ及び重さが設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

護岸工の端部や曲線部の処理が適切であり、必要な強度及び水密性を確保していることが確認できる。

施工基面を平滑に仕上げていることが確認できる。

埋戻し材料について、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

ばらつき

評価(ａ～e)

施工にあたって、床堀箇所の湧水及び滞水等は、排除して施工していることが確認できる。

 ＝評価値（

遮水シートが所定の幅で重ね合わせられ、端部処理が設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
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指定材料の品質が、証明書類で確認できる。

基礎工において、掘り過ぎが無く施工していることが確認できる。

コンクリートブロック等を損傷無く設置していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

400

401

402 該当項目数 評価対象項目数

403 （ 0 ）÷（ 0 ）

404 ）

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

417

418

419

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

溶接作業にあたり、溶接材料の使用区分が設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

溶接施工に係る施工計画書を提出していることが確認できる。

孔空けによって生じたまくれが削り取られているなど、きめ細やかに製作していることが確認できる。

欠陥部の発生が見られないことが確認できる。

その他（理由：

塗装作業にあたり、塗布面を十分に乾燥させて施工していることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

塗料の空缶管理について、写真等で確実に空であることが確認できる。

評価(ａ～e)

溶接作業にあたり、作業員の技量確認を行っていることが確認できる。

抽 出

素地調整を行う場合、第１種ケレン後４時間以内に金属前処理塗装を実施していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
鋼
橋
工
事
（
工
場
製
作
）
R
C
床
版
工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
準
ず
る

鋼材の種別、品質を証明する書類又は現物により照合していることが確認できる。

塗料の品質が出荷証明書、塗料成績表により、製造年月日、ロット番号、色彩、数量が確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

425

426

427 該当項目数 評価対象項目数

428 （ 0 ）÷（ 0 ）

429 ）

430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

ボルトの締付機及び測定機器のキャリブレーションを実施していることが確認できる。

高力ボルトの締め付けを、中心から外側に向かって行っていることが確認できる。

現場塗装部のケレン及び膜厚管理を適切に行っていることが確認できる。

架設に用いる仮設備及び架設用機材について品質、性能が確保できる規模及び強度を有して確認していることが確認できる。

高力ボルトの品質が、証明書類で確認できる。

支承の据付で、コンクリート面のチッピング及び仕上げ面に水切勾配がついていることが確認できる。

ボルトの締付確認が実施され、記録を保管していることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

架設にあたって、部材の応力と変形等を十分検討していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
鋼
橋
工
事
（
架
設
）
R
C
床
版
工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
準
ず
る

現場塗装において、温度、湿度、風速等の確認を行っていることが確認できる。

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

450

451

452 該当項目数 評価対象項目数

453 （ 0 ）÷（ 0 ）

454 ）

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が、当該現場の供試体であることが確認できる。

運搬時間､打設時の投入高さ､締固時のバイブレータの機種及び養生方法が、施工条件及び気象条件に適しており、定められた条件を満足していることが確認できる。（寒中及び暑中コンクリート等を含む）

コンクリートの圧縮強度を管理しており、必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っている。

地山との取り合わせを適切に行っていることが確認できる。

施工基面を平滑に仕上げていることが確認できる。

アンカーの施工が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

ボルトの締付確認が実施され、記録を保管していることが確認できる。

ボルトの締付機及び測定機器のキャリブレーションを実施していることが確認できる。

その他（理由：

鉄筋及び鋼材の品質を、適切に管理していることを確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

コンクリート打設までさび、どろ、油等の有害物が、鉄筋に付着しないよう管理していることが確認できる。

評価(ａ～e)

コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており、温度、スランプ、空気量等の測定結果が確認できる。

抽 出

有害なクラックが無い。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
砂
防
構
造
物
工
事

コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており､コンクリートの品質(強度・w/c、最大骨材粒径、塩化物総量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制等)が確認できる。

鉄筋の組立及び加工が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

475

476

477 該当項目数 評価対象項目数

478 （ 0 ）÷（ 0 ）

479 ）

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており、温度、スランプ、空気量等の測定結果が確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が、当該現場の供試体であることが確認できる。

有害なクラックが無い。

鉄筋及び鋼材の品質を、適切に管理していることを確認できる。

運搬時間､打設時の投入高さ､締固時のバイブレータの機種及び養生方法が、施工条件及び気象条件に適しており、定められた条件を満足していることが確認できる。（寒中及び暑中コンクリート等を含む）

コンクリートの圧縮強度を管理しており、必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っている。

コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており､コンクリートの品質(強度・w/c、最大骨材粒径、塩化物総量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制等)が確認できる。

その他（理由：

ばらつき

評価(ａ～e)

集・排水ボーリング工の方向及び角度が、適正となるように施工上の配慮をしていることが確認できる。

 ＝評価値（

地山との取り合わせを適切に行っていることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
地
す
べ
り
防
止
工
事
（
抑
止
杭
・
集
水
井
戸
工
事
を
含
む
）

アンカーの施工が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

ライナープレートの組み立てにあたり、偏心と歪みに配慮して施工していることが確認できる。

ライナープレートと地山との隙間が少なくなるように施工していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

500

501

502 該当項目数 評価対象項目数

503 （ 0 ）÷（ 0 ）

504 ）

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

路床及び路盤工の密度管理が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

路盤の安定処理は材料が均一になるよう施工していることが確認できる。

路盤の施工に先立って、路床面、下層路盤面の浮き石及び有害物を除去してから施工していることが確認できる。

路床盛土において、一層の仕上がり厚を２０ｃｍ以下とし、各層ごとに締固めて施工していることが確認できる。

路床盛土において、構造物の隣接箇所や狭い箇所における締固めが、タンパ等の小型締固め機械により施工していることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

路床及び路盤工のプルーフローリングを行っていることが確認できる。

抽 出

その他（理由：

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
舗
装
工
事
 

(

路
床
・
路
盤
工
関
係

)

設計図書に定められた試験方法でＣＢＲ値を測定していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

525

526

527 該当項目数 評価対象項目数

528 （ 0 ）÷（ 0 ）

529 ）

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

舗装工の施工にあたって、上層路盤面の浮き石などの有害物を除去していることが確認できる。

プラント出荷時、現場到着時、舗設時等において、アスファルト混合物の温度管理を記録していることが確認できる。

密度管理が設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

アスファルト混合物の運搬及び舗設にあたって、気象条件を配慮していることが確認できる。

舗設後の交通開放が、定められた条件を満足していることが確認できる。

各層の継ぎ目の位置が、設計図書に定められた数値以上であることが確認できる。

アスファルト混合物の品質が、配合設計及び試験練りの結果又は事前審査制度の証明書類により確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

縦継目及び横継目の位置、構造物との接合面の処理等が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
舗
装
工
事

(

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
関
係

)

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

550

551

552 該当項目数 評価対象項目数

553 （ 0 ）÷（ 0 ）

554 ）

555

556

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており、温度、スランプ、空気量等の測定結果が確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が当該現場の供試体であることが確認できる。

運搬時間､打設方法及び養生方法が、施工条件及び気象条件に適しており、設計図書に定められた条件を満足していることが確認できる。

材料が分離しないようコンクリートを敷均していることが確認できる。

チェアー及びタイバーを損傷などが発生しないよう保管していることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

舗装工の施工に先だって、上層路盤面の浮き石等の有害物を除去してから施工していることが確認できる。

抽 出

その他（理由：

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
舗
装
工
事

(

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
関
係

)

コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており､コンクリートの品質(強度・w/c、最大骨材粒径、塩化物総量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制等)が確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

575

576

577 該当項目数 評価対象項目数

578 （ 0 ）÷（ 0 ）

579 ）

580

581

582

583

584

585

586

587

588

589

590

591

592

593

594

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

施工基面が、平坦で十分に締め固まった状態であることが確認できる。

舗装厚が工事記録で確認できる。

使用材料の使用量が適正であることが確認できる。

使用材料の品質が確認できる。

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

その他（理由：

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
舗
装
工
事

(

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
工
関
係

)

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

600

601

602 該当項目数 評価対象項目数

603 （ 0 ）÷（ 0 ）

604 ）

605

606

607

608

609

610

611

612

613

614

615

616

617

618

619

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

盛土の施工にあたり、法面の崩壊が起こらないよう締固めを十分行っていることが確認できる。

雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を実施していることが確認できる。

土壌試験の結果を施工に反映していることが確認できる。

ネットなどの境界に隙間が生じていないことが確認できる。

その他（理由：

ネットなどが破損を生じていないことが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

使用する材料の種類、品質、配合等が設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

評価(ａ～e)

施工に際して、品質に害となる施工面の浮き石やゴミ等を除去してから施工していることが確認できる。

抽 出

吹付け厚さが均等であることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
法
面
工
事

(

種
子
吹
付
工
関
係

)

施工基面を平滑に仕上げていることが確認できる。（特に法枠工、コンクリート又はモルタル吹付工関係）

施工時期が定められた条件を満足していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

625

626

627 該当項目数 評価対象項目数

628 （ 0 ）÷（ 0 ）

629 ）

630

631

632

633

634

635

636

637

638

639

640

641

642

643

644

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

施工に際して、品質に害となる施工面の浮き石やゴミ等を除去してから施工していることが確認できる。

その他（理由：

盛土の施工にあたり、法面の崩壊が起こらないよう締固めを十分行っていることが確認できる。

吸水性の吹付け面において、事前に吸水させてから施工していることが確認できる。

金網が破損を生じていないことが確認できる。

雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を実施していることが確認できる。

使用する材料の種類、品質及び配合が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

施工基面を平滑に仕上げていることが確認できる。（特に法枠工、コンクリート又はモルタル吹付工関係）

法肩の吹付けにあたり、地山に沿って巻き込んで施工していることが確認できる。

ばらつき

評価(ａ～e)

不良箇所が生じないよう跳ね返り材料の処理を行っていることが確認できる。

 ＝評価値（

金網の重ね幅が、１０ｃｍ以上確保されていることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
法
面
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又
は
モ
ル
タ
ル
吹
付
工
関
係
）

吹付け厚さが均等であることが確認できる。

吹付け厚さに応じて２層以上に分割して施工していることが確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリートの供試体が、当該現場の供試体であることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

650

651

652 該当項目数 評価対象項目数

653 （ 0 ）÷（ 0 ）

654 ）

655

656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

666

667

668

669

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

盛土の施工にあたり、法面の崩壊が起こらないよう締固めを十分行っていることが確認できる。

雨水による崩壊が起こらないように、排水対策を実施していることが確認できる。

使用する材料の種類、品質及び配合が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

アンカーを設計図書どおりの長さで施工していることが確認できる。

不良箇所が生じないよう跳ね返り材料の処理を行っていることが確認できる。

その他（理由：

現場養生が、設計図書の仕様を満足するように実施されていることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

枠内に空隙が無いことが確認できる。

評価(ａ～e)

施工に際して、品質に害となる施工面の浮き石やゴミ等を除去してから施工していることが確認できる。

抽 出

強度試験に使用したコンクリート供試体が当該現場の供試体であることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
法
面
工
事
（
現
場
打
［
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
］
法
枠
工
関
係

)

施工基面を平滑に仕上げていることが確認できる。（特に法枠工、コンクリート又はモルタル吹付工関係）

層間にはく離が無いことが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

675

676

677 該当項目数 評価対象項目数

678 （ 0 ）÷（ 0 ）

679 ）

680

681

682

683

684

685

686

687

688

689

690

691

692

693

694

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

既製杭の打止め管理の方法及び場所打杭の施工管理の方法が整備されており、その記録を整理していることが確認できる。

杭頭処理において、杭本体を損傷していないことが確認できる。

掘削深度、排出土砂、孔内水位の変動及び安定液を用いる場合の孔内の安定液濃度並びに比重等が、設計図書を満足していることが確認できる。

場所打杭について、トレミー管をコンクリート内に２ｍ以上挿入して施工していることが確認できる。

水平度、鉛直度等が、設計図書を満足していることが確認できる。

溶接の品質管理に関して、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

杭に損傷及び補修痕が無いことが確認できる。

その他（理由：

ばらつき

評価(ａ～e)

強度確認、セメントミルクの比重管理などの品質に係わる事項の管理資料を整理していることが確認できる。

 ＝評価値（

支持地盤に達していることが、掘削深さ、掘削土砂等により確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
基
礎
工
事
（
杭
関
係
）
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ

ｰ

ﾄ
、
鋼
管
、
場
所
打
ち
、
深
礎
等

配筋、スペーサーの配置及びコンクリート打設等が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

ライナープレートの組み立てにあたり、偏心と歪みに配慮して施工していることが確認できる。

裏込材注入の圧力などが施工記録により確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

700

701

702 該当項目数 評価対象項目数

703 （ 0 ）÷（ 0 ）

704 ）

705

706

707

708

709

710

711

712

713

714

715

716

717

718

719

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

事前に土質試験を実施し、改良材の選定、必要添加量の設定等を行っていることが確認できる。

施工箇所が均一に改良されているとともに、十分な強度及び支持力を確保していることが確認できる。

その他（理由：

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

セメントミルクの比重、スラリー噴出量、強度等の管理資料を整理していることが確認できる。

抽 出

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
基
礎
工
事

(

地
盤
改
良
関
係

)

改良材のバッチ管理記録が整理され、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

725

726

727 該当項目数 評価対象項目数

728 （ 0 ）÷（ 0 ）

729 ）

730

731

732

733

734

735

736

737

738

739

740

741

742

743

744

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

運搬、打設、締め固めが、気象条件に適しており、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

圧縮強度試験に使用したコンクリート供試体が当該現場の供試体であることが確認できる。

台風などの異常気象に備えて施工前に避難場所の確保及び退避設備の対策を講じていることが確認できる。

工事期間中、1 日1 回は潮位観測を実施して記録していることが確認できる。

コンクリートブロックの転置及び仮置にあたって、強度確認を行っている。

転倒や崩壊等が無いようコンクリートブロックの仮置を行っていることが確認できる。

コンクリートの圧縮強度を管理し、必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っていることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

捨石基礎の均し面を平坦に仕上げていることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
海
岸
工
事

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

750

751

752 該当項目数 評価対象項目数

753 （ 0 ）÷（ 0 ）

754 ）

755

756

757

758

759

760

761

762

763

764

765

766

767

768

769

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

圧縮強度試験に使用したコンクリートの供試体が、当該現場の供試体であることが確認できる。

施工条件や気象条件に適した運搬時間､打設時の投入高さ及び締固め方法が、定められた条件を満足していることが確認できる。（寒中及び暑中コンクリート等を含む）

コンクリートの圧縮強度を管理して、必要な強度に達した後に型枠及び支保工の取り外しを行っていることが確認できる。

鉄筋の品質を、適切に管理していることが確認できる。

コンクリートの養生が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

スペーサーの品質及び個数が、設計図書に定められた条件を満足していることが確認できる。

プレビーム桁のプレフレクション管理が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

使用する装置及び機器のキャリブレーションを事前に実施していることが確認できる。

ＰＣ鋼材の緊張及びグラウト注入管理値が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

プレストレッシング時のコンクリート圧縮強度が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

コンクリート圧縮強度の確認は、構造物と同様な養生条件におかれた供試体を用いていることが確認できる。

有害なクラックが無い。

その他（理由：

鉄筋の引張強度及び曲げ強度の試験値が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

圧接作業にあたり、作業員の技量確認を行っていることが確認できる。

評価(ａ～e)

コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており、温度、スランプ、空気量等の測定結果が確認できる。

抽 出

コンクリート打設までにさび、どろ、油等の有害物が鉄筋に付着しないよう管理していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
上
部
工
事

(

Ｐ
Ｃ
・
R
C

)

コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており､コンクリートの品質(強度・w/c、最大骨材粒径、塩化物総量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制等)が確認できる。

鉄筋の組立及び加工が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

775

776

777 該当項目数 評価対象項目数

778 （ 0 ）÷（ 0 ）

779 ）

780

781

782

783

784

785

786

787

788

789

790

791

792

793

794

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

ケレンを入念に実施していることが確認できる。

天候状況の確認、気温及び湿度の測定を行い、塗装作業を行っていることが確認できる。

溶接部、ボルトの接合部分、構造の複雑な部分について、必要な塗膜厚を確保していることが確認できる。

塗り残し、ながれ、しわ等が無く塗装されていることが確認できる。

塗料を使用前に撹拌し、容器の塗料を均一な状態にしてから使用していることが確認できる。

鋼材表面及び被塗装面の汚れ、油類等を除去し塗装を行っていることが確認できる。

塗装作業にあたり、塗布面を十分に乾燥させて施工していることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

塗料の空缶管理について写真等で確実に空であることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
塗
装
工
事

塗料の品質が出荷証明書、塗料成績表により、製造年月日、ロット番号、色彩、数量が確認できる。

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

800

801

802 該当項目数 評価対象項目数

803 （ 0 ）÷（ 0 ）

804 ）

805

806

807

808

809

810

811

812

813

814

815

816

817

818

819

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

圧縮強度試験に使用したコンクリートの供試体が、当該現場の供試体であることが確認できる。

施工条件や気象条件に適した運搬時間､打設方法及び締固め方法が、定められた条件を満足していることが確認できる。

吹付コンクリートの配合及びロックボルトの種別、規格が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

設計図書に定められた岩区分（支保工パターン含む）の境界を確認して施工を行っていることが確認できる。

吹付コンクリートを打継ぎする場合は、吹付完了面を清掃した上、湿潤状態で施工していることが確認できる。

ロックボルトの定着長が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

防水工に防水シートを使用する場合は、ロックボルト等の突起物にモルタルや保護マット等で防護対策を行っていることが確認できる。

逆巻きの場合において、側壁コンクリートとアーチコンクリートの打継目が同一線上で施工していないことが確認できる。

その他（理由：

坑内観察調査などについて、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

金網の継ぎ目を１５ｃｍ以上重ね合わせて施工していることが確認できる。

評価(ａ～e)

コンクリート受け入れ時に必要な試験を実施しており、温度、スランプ、空気量等の測定結果が確認できる。

抽 出

計測管理を日々行っており、その結果に基づいた施工を行っていることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
ト
ン
ネ
ル
工
事

コンクリートの配合試験及び試験練りを行っており､コンクリートの品質(強度・w/c、最大骨材粒径、塩化物総量、単位水量、アルカリ骨材反応抑制等)が確認できる。

吹付コンクリートの施工にあたって、浮石等を除いた後に､吹付コンクリートの一層の厚さが１５ｃｍ以下で地山と密着するよう施工していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

825

826

827 該当項目数 評価対象項目数

828 （ 0 ）÷（ 0 ）

829 ）

830

831

832

833

834

835

836

837

838

839

840

841

842

843

844

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

樹木などに損傷､はちくずれ等が無いよう保護養生を行っていることが確認できる。

樹木等の生育に害のある害虫等がいないことが確認できる。

樹名板を視認しやすい場所に据付けていることが確認できる。

添木をぐらつきがないよう設置していることが確認できる。

施工完了後、余剰枝の剪定､整形その他必要な手入れを行っていることが確認できる。

肥料が直接樹木の根に触れないよう均一に施肥していることが確認できる。

活着が促されるよう管理していることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

植生する樹木に応じて、余裕のある植穴を堀り植穴底部を耕していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
植
栽
工
事

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

850

851

852 該当項目数 評価対象項目数

853 （ 0 ）÷（ 0 ）

854 ）

855

856

857

858

859

860

861

862

863

864

865

866

867

868

869

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

防護柵等の基礎工の施工にあたって、無筋及び鉄筋コンクリートの規定を満足していることが確認できる。

防護柵等の支柱の施工にあたって、既設舗装面へ影響が無いよう施工していることが確認できる。

基礎設置箇所について地盤の地耐力を把握して、施工していることが確認できる。

防護柵の支柱の根入長が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

区画線施工後の昼間及び夜間の視認性が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

区画線の施工にあたって 設置路面の水分、泥、砂じん及びほこりを取り除いて行っていることが確認できる。

区画線を消去の場合、表示材（塗料）のみの除去となっており、路面への影響が最小限となっていることが確認できる。

プライマーの施工にあたって、路面に均等に塗布していることが確認できる。

区画線の材料が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

ガードケーブルを支柱に取付ける場合、設計図書に定められた所定の張力を与えているのが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

ペイント式(常温式)区画線に使用するｼﾝﾅｰの使用量が、１０％以下であることが確認できる。

評価(ａ～e)

防護柵等の床堀りの仕上がり面において、地山の乱れや不陸が生じないように施工していることが確認できる。

抽 出

ガードケーブルの端末支柱を土中に設置する場合、打設したコンクリートが設計図書に定められた強度以上であることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
防
護
柵
（
網
）
工
事

防護柵設置要綱､視線誘導標設置基準､道路標識ハンドブック等の規定を満足していることが確認できる。

区画線の厚さが見本等で設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

875

876

877 該当項目数 評価対象項目数

878 （ 0 ）÷（ 0 ）

879 ）

880

881

882

883

884

885

886

887

888

889

890

891

892

893

894

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

防護柵等の床堀りの仕上がり面において、地山の乱れや不陸が生じないように施工していることが確認できる。

プライマーの施工にあたって、路面に均等に塗布していることが確認できる。

区画線の材料が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

防護柵等の基礎工の施工にあたって、無筋及び鉄筋コンクリートの規定を満足していることが確認できる。

ガードケーブルの端末支柱を土中に設置する場合、打設したコンクリートが設計図書に定められた強度以上であることが確認できる。

ガードケーブルを支柱に取付ける場合、設計図書に定められた所定の張力を与えているのが確認できる。

防護柵等の支柱の施工にあたって、既設舗装面へ影響が無いよう施工していることが確認できる。

基礎設置箇所について地盤の地耐力を把握して、施工していることが確認できる。

防護柵設置要綱､視線誘導標設置基準､道路標識ハンドブック等の規定を満足していることが確認できる。

区画線を消去の場合、表示材（塗料）のみの除去となっており、路面への影響が最小限となっていることが確認できる。

ばらつき

評価(ａ～e)

区画線の施工にあたって 設置路面の水分、泥、砂じん及びほこりを取り除いて行っていることが確認できる。

 ＝評価値（

防護柵の支柱の根入長が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
標
識
工
事

ペイント式(常温式)区画線に使用するｼﾝﾅｰの使用量が、１０％以下であることが確認できる。

区画線の厚さが見本等で設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

区画線施工後の昼間及び夜間の視認性が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

900

901

902 該当項目数 評価対象項目数

903 （ 0 ）÷（ 0 ）

904 ）

905

906

907

908

909

910

911

912

913

914

915

916

917

918

919

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

防護柵等の基礎工の施工にあたって、無筋及び鉄筋コンクリートの規定を満足していることが確認できる。

防護柵等の支柱の施工にあたって、既設舗装面へ影響が無いよう施工していることが確認できる。

基礎設置箇所について地盤の地耐力を把握して、施工していることが確認できる。

防護柵の支柱の根入長が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

区画線施工後の昼間及び夜間の視認性が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

区画線の施工にあたって 設置路面の水分、泥、砂じん及びほこりを取り除いて行っていることが確認できる。

区画線を消去の場合、表示材（塗料）のみの除去となっており、路面への影響が最小限となっていることが確認できる。

プライマーの施工にあたって、路面に均等に塗布していることが確認できる。

区画線の材料が、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

ガードケーブルを支柱に取付ける場合、設計図書に定められた所定の張力を与えているのが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

ペイント式(常温式)区画線に使用するｼﾝﾅｰの使用量が、１０％以下であることが確認できる。

評価(ａ～e)

防護柵等の床堀りの仕上がり面において、地山の乱れや不陸が生じないように施工していることが確認できる。

抽 出

ガードケーブルの端末支柱を土中に設置する場合、打設したコンクリートが設計図書に定められた強度以上であることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
区
画
線
工
事

防護柵設置要綱､視線誘導標設置基準､道路標識ハンドブック等の規定を満足していることが確認できる。

区画線の厚さが見本等で設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

925

926

927 該当項目数 評価対象項目数

928 （ 0 ）÷（ 0 ）

929 ）

930

931

932

933

934

935

936

937

938

939

940

941

942

943

944

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

管路の通過試験を行っており、試験結果から全箇所が導通していることが確認できる。

プラント出荷時、現場到着時、舗設時等において、アスファルト混合物の温度管理が記録していることが確認できる。

管枕及び埋設シートの設置及び土被りが、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

舗装の復旧等が適時行われ、路面の沈下や不陸が無く平坦性を確保していることが確認できる。

特殊部の施工基面の支持力が、均等となるようにかつ不陸が無いように仕上げていることが確認できる。

特殊部等の施工において、隣接する各ブロックに目違いによる段差及び蛇行等が無いよう敷設していることが確認できる。

指定材料の規格が、品質を証明する書類で確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

埋戻しにおいて、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
電
線
共
同
溝
工
事

管設置において、それぞれの管の最小曲げ半径を満足していることが確認できる。

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

950

951

952 該当項目数 評価対象項目数

953 （ 0 ）÷（ 0 ）

954 ）

955

956

957

958

959

960

961

962

963

964

965

966

967

968

969

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

監督員の指示事項に対して、現地状況を勘案し、施工方法や構造についての提案を行うなど積極的に取り組んでいることが確認できる。

緊急的な作業において、迅速かつ適切に対応していることが確認できる。

その他（理由：

その他（理由：

その他（理由：

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

構造物の劣化状況をよく把握して、適切な対策を施していることが確認できる。

抽 出

その他（理由：

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
維
持
工
事
（
清
掃
工
、
除
草
工
、
付
属
物
工
、
応
急
処
理
等
）

使用する材料の品質・形状等が適切であり、かつ現場において材料確認を適宜・的確に行っていることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

975

976

977 該当項目数 評価対象項目数

978 （ 0 ）÷（ 0 ）

979 ）

980

981

982

983

984

985

986

987

988

989

990

991

992

993

994

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

構造物の劣化状況をよく把握して、適切な対策を施していることが確認できる。

監督員の指示事項に対して、現地状況を勘案し、施工方法や構造についての提案を行うなど積極的に取り組んでいることが確認できる。

その他（理由：

その他（理由：

施工後のメンテナンスに対する提言や修繕サイクル等を勘案した提案等を行っていることが確認できる。

その他（理由：

使用する材料の品質・形状等が適切であり、かつ現場において材料確認を適宜・的確に行っていることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

その他（理由：

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
修
繕
工
事
（
橋
脚
補
強
、
耐
震
補
強
、
落
橋
防
止
等
）

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1000

1001

1002 該当項目数 評価対象項目数

1003 （ 0 ）÷（ 0 ）

1004 ）

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1015

1016

1017

1018

1019

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

構造物周辺の締固め等の処理を適正に行っている。

使用材料の使用量が適正であることが確認できる。

使用材料の品質が確認できる。

その他（理由：

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

材料の品質及び形状について、設計図書等との適切性が確認でき、証明書が整備されている。

抽 出

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
公
園
工
事

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1025

1026

1027 該当項目数 評価対象項目数

1028 （ 0 ）÷（ 0 ）

1029 ）

1030

1031

1032

1033

1034

1035

1036

1037

1038

1039

1040

1041

1042

1043

1044

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

工事着手前に周辺調査を行って打設方法を計画し、杭への影響を確認している。

杭の打止め管理方法又は現場打杭の施工管理方法等が整備され、かつ記録が確認できる。

使用材料の使用量が適正であることが確認できる。

溶接及び切断の品質管理に関して設計図書の仕様を満足している。

杭に損傷及び補修痕がないことが確認できる。

杭の種別、長さ及び間隔が工事記録写真等で確認できる。

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

鋼材の保管にあたり，変形及び塗覆装面に損傷を与えないよう，適切に処置されている。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
港
湾
構
造
物
工
事
（
本
体
工
）
杭
及
び
矢
板
、
控
工
関
係

使用材料の品質が確認できる。

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1050

1051

1052 該当項目数 評価対象項目数

1053 （ 0 ）÷（ 0 ）

1054 ）

1055

1056

1057

1058

1059

1060

1061

1062

1063

1064

1065

1066

1067

1068

1069

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

ケーソン据付に先立ち，気象・海象等を十分調査し，据付作業が所定の精度で行われている。

ケーソン据付等及び中詰においてケーソン及び既設構造物等の破損がなく施工されている。

ケーソンえい航に先立ち，気象・海象等を十分調査し，適切な時期を選定されている。

ケーソンえい航に先立ち，上蓋，安全ネット又は吊り足場等を設置し，墜落防止の措置を講じている。

ケーソン注入時の隔壁の水頭差が１ｍ以内になるように管理されている。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

中詰において海上漏出がないように施工されている。

評価(ａ～e)

ケーソン仮置に先立ち仮置場を調査し，仮置作業が所定の位置に異常なく行われている。

抽 出

ケーソン仮置き，据付の時期について，設計図書を満足するよう実施されている。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
港
湾
構
造
物
工
事
（
本
体
工
）
ケ
ー
ソ
ン
据
付
関
係

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1075

1076

1077 該当項目数 評価対象項目数

1078 （ 0 ）÷（ 0 ）

1079 ）

1080

1081

1082

1083

1084

1085

1086

1087

1088

1089

1090

1091

1092

1093

1094

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

ブロック据付に先立ち，気象・海象等を十分調査し，据付作業が所定の精度で行われている。

ブロック据付等においてブロック及び既設構造物等の破損がなく施工されている

ブロックがゆるみのないよう堅固に施工され，記録により確認できる。

その他（理由：

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
港
湾
構
造
物
工
事
（
本
体
工
）
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
関
係

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1100

1101

1102 該当項目数 評価対象項目数

1103 （ 0 ）÷（ 0 ）

1104 ）

1105

1106

1107

1108

1109

1110

1111

1112

1113

1114

1115

1116

1117

1118

1119

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

使用材料の使用量が適正であることが確認できる。

使用材料の品質が確認できる。

その他（理由：

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

付属工の施工上の注意事項（仕様書等による）が守られている。

抽 出

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
港
湾
構
造
物
工
事
（
付
属
工
関
係

)

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1125

1126

1127 該当項目数 評価対象項目数

1128 （ 0 ）÷（ 0 ）

1129 ）

1130

1131

1132

1133

1134

1135

1136

1137

1138

1139

1140

1141

1142

1143

1144

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

既設構造物に影響のないよう十分検討して施工されていることが確認できる。

浚渫・床掘時に濁り防止に十分注意して、漏出がないように施工していることが確認できる。

浚渫工又は床掘工において、作業現場の土質条件、海象条件、周辺海域の利用状況等を考慮して、効率的作業が可能な作業船を選定していることが確認できる。

 土砂運搬において、施工の効率、周辺海域の利用状況を考慮して、土砂の運搬経路を決定していることが確認できる。

 置換材の規格・品質が試験成績表等(現物照合を含む)で確認できる。

 航行船舶に影響のないよう十分検討して施工されていることが確認できる。

土砂処分における運搬途中で漏出がないように施工していることが確認できる。

 作業船が十分管理下におかれ、統率されていることが確認できる。

材料等の品質に異常値が想定される場合、品質確認に必要な試験等が行われていることが確認できる。

 気象・海象を十分調査して施工されていることが確認できる。

濁り防止等環境保全に十分注意して施工していることが確認できる。

  土質に対して、適正な船舶、機械を使用し、周辺環境への影響を最小限に抑えている。（大型船による施工で、作業日数短縮等も含む）

ばらつき

評価(ａ～e)

 土捨場に制約がなく、深掘しても周辺構造物に影響がない場合、今後の埋没も考慮し、深く平坦に仕上がっている。

 ＝評価値（

設計図書に定められた施工上の注意事項が守られていることが確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
港
湾
構
造
物
工
事
（
浚
渫
・
床
掘
関
係
）

 潮位及び潮流、波浪等の状況を十分把握して施工されている。

砲弾等の爆発物が発見された場合、関係機関への報告が速やかになされていることが確認できる。

その他（理由：

土質改良を適切に行っていることが記録で確認できる。

 土捨場土量に制約がある場合、適切な土量で、許容範囲に精度良く平坦に仕上がっている。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1150

1151

1152 該当項目数 評価対象項目数

1153 （ 0 ）÷（ 0 ）

1154 ）

1155

1156

1157

1158

1159

1160

1161

1162

1163

1164

1165

1166

1167

1168

1169

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

捨石，被覆石等の石材は扁平細長でなく，風化凍壊の恐れのないものが使用されている。

施工面から浮泥等の品質の害となるものを除去してから施工されている。

捨石、被覆及び根固め石が、ゆるみのないよう堅固に施工されたことが水中写真等で確認できる。

捨石，被覆及び根固め石の施工が平滑に仕上げられていることが記録により確認できる。

使用材料の使用量が適正であることが確認できる。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

その他（理由：

評価(ａ～e)

捨石、被覆及び根固め石は、仕様書に規定された規格を満足している。

抽 出

使用材料の品質が確認できる。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
港
湾
構
造
物
工
事
（
捨
石
基
礎
関
係
）

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1175

1176

1177 該当項目数 評価対象項目数

1178 （ 0 ）÷（ 0 ）

1179 ）

1180

1181

1182

1183

1184

1185

1186

1187

1188

1189

1190

1191

1192

1193

1194

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

設計図書に基く材料の規格・材質・寸法が確認できる。

材料に傷、汚れ等が全くないことが確認できる。

掘削時の土留め方法や推進時の掘進方法による、周辺地盤への影響が見られない。

人孔において、各部材にはクラック等がなく、インバートは形状、勾配等が適正で漏水がない。

材料が承諾どおりに設置されており、使用材料の使用量が適正であることが確認できる。

管渠関係において、安全、かつ、確実な方法で施工している状況が確認できる。

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

その他（理由：

 ＝評価値（

管渠(管布設・矩形渠布設・推進)工において目立った屈曲や沈下がない。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
下
水
道
工
事

管渠関係において、漏水又は浸入水が生じないように接合を確実に施工していることが確認できる。

足掛金物が確実に設置されている。

土工において、復旧又は埋め戻しが適確に施工されていることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1200

1201

1202 該当項目数 評価対象項目数

1203 （ 0 ）÷（ 0 ）

1204 ）

1205

1206

1207

1208

1209

1210

1211

1212

1213

1214

1215

1216

1217

1218

1219

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

接続部、曲線部、分岐点等の施工状況および接続が確認でき、適切な処理がされている。

安全、かつ、確実な方法で施工している状況が確認できる。

支給材の保管管理が適正であることが確認できる。

ボルトの締め付け確認が実施され、適切に記録（トルク値）が保管されている。

締め固めを適切な条件で施工し、規格値を満足している。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

その他（理由：

評価(ａ～e)

全体の布設状況が確認でき、規定の土被りが確保されていることが確認できる。

抽 出

通水状態、水密性の確認を行っている。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
水
道
工
事

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

1225

1226

1227 該当項目数 評価対象項目数

1228 （ 0 ）÷（ 0 ）

1229 ）

1230

1231

1232

1233

1234

1235

1236

1237

1238

1239

1240

1241

1242

1243

1244

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

抽 出

仕様書、特記仕様書等に定められている品質管理が実施されている。

材料の品質規格証明書等が整備されている。

取付管口の仕上がりが良い。

人孔管口の仕上がりが良い。

事前調査において既設管内の布設状況、取付管位置、障害物及び浸入水等の状況を十分に把握し施工を行っている。

事前処理により、施工時には支障のないよう適切な措置を施している。

現地の状況を検討した施工計画書を作成し、適切な品質管理を行っていることが確認できる。ばらつき

評価(ａ～e)

 ＝評価値（

仕上がり管体内面には膨れ、しわ、扁平、破損等がなく基準を満足している。

３
・
Ⅱ
・
品
質
・
管
更
生
工
事

施工後の管に漏水がなく、土砂、汚物の堆積等がない。

硬化性樹脂材を使用する場合、硬化時の時間及び温度管理が適切に行われている。又、製管材を使用する場合、裏込め材の注入量及び性能の管理が適切に行われている。

その他（理由：

考査項目別運用表（検査員用）



※品質関係の試験結果のばらつきと評価対象項目の履行状況（評価値）から判断する

対象 該当

250

251

252 該当項目数 評価対象項目数

253 （ 0 ）÷（ 0 ）

254 ）

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

　　　　　　　d　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、監督員が文書で指示を行い改善された。

 　 　　　　　ｅ　評価 品質関係の測定方法又は測定値が不適切であったため、検査員が修補指示を行った。

［評価対象項目］

ばらつき

 ＝評価値（

評価(ａ～e)

選 択

考査項目別運用表（検査員用）



249 ［評価対象 項目］

250 #

251

252

253

254

255

256

257

258

　ａ：優れている　　

　ｂ：やや優れている　　

　ｃ：他の評価に該当しない

　ｄ：劣っている

［評価対象 項目］…該当工種から考査し、考査項目は４～５項目とする。

250 ＜対象５項目＞ ＜対象４項目＞ 理由：
 ４項目以上:ａ　３項目以上:ａ　 理由：

上記以外の工事  ３項目該当:ｂ　２項目該当:ｂ　 理由：
 ２項目該当:ｃ　１項目該当:ｃ　 理由：
 １項目以下:ｄ　該当項目無:ｄ　 理由：

　ａ：優れている　　

　ｂ：やや優れている　　

　ｃ：他の評価に該当しない

　ｄ：劣っている

該 当評価(ａ～ｄ)

評価(ａ～ｄ)

出来ばえ考査項目

選択

選択

３
・
Ⅲ
・
出
来
ば
え

３
・
Ⅲ
・
出
来
ば
え

該 当

上記以外の工事の場合、

評価対象項目数を選択する

考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 6 項目］

  コンクリート構造物工事   ５項目以上　ａ　評価 コンクリート構造物の表面状態が良い。

  砂防構造物工事   ４項目該当　ｂ　評価 コンクリート構造物の通りが良い。

  海岸工事・トンネル工事   ３項目該当   ｃ　評価 天端仕上げ、端部仕上げ等が良い。

  ２項目以下   ｄ　評価 クラックが無い。

漏水が無い。

全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 6 項目］

  土 工 事 （切土工事）   ５項目以上　ａ　評価 規定された勾配が確保されている。

  ４項目該当　ｂ　評価 切土法面の施工にあたって、法面の浮き石が除去されているなど、適切に施工されている。

  ３項目該当   ｃ　評価 法面勾配の変化部について、干渉部を設けるなど適切に施工されている。

  ２項目以下   ｄ　評価 滞水などによる施工面の損傷が発生しないよう処理が行われている。

関係構造物等との取り合いが設計図書を満足するよう施工されている。

全体的な美観が良い。

［評価対象 5 項目］

  土 工 事 （盛土・築堤等）   ４項目以上　ａ　評価 仕上げが良い。

  ３項目該当　ｂ　評価 通りが良い。

  ２項目該当   ｃ　評価 天端及び端部の仕上げが良い。

  １項目以下   ｄ　評価 構造物へのすりつけなどが良い。

全体的な美観が良い。

ａ：優れている　　ｂ：やや優れている　　ｃ：他の評価に該当しない　　ｄ：劣っている

３
・
Ⅲ
出
来
ば
え

［判断基準］

工　　種 評価（ａ～ｄ）

考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 5 項目］

　護岸・根固・水制工事   ４項目以上　ａ　評価 通りが良い。

  ３項目該当　ｂ　評価 材料のかみ合わせがよく、クラックが無い。

  ２項目該当   ｃ　評価 天端及び端部の仕上げが良い。

  １項目以下   ｄ　評価 既設構造物とのすりつけが良い。

全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 5 項目］

　鋼橋工事   ４項目以上　ａ　評価 表面に補修箇所が無い。

　（架設、工場製作関係）   ３項目該当　ｂ　評価 部材表面に傷及び錆が無い。

  ２項目該当   ｃ　評価 溶接に均一性がある。

  １項目以下   ｄ　評価 塗装に均一性がある。

全体的な美観が良い。

［評価対象 4 項目］

　地すべり防止工事   ３項目以上　ａ　評価 地山との取り合いが良い。

  ２項目該当　ｂ　評価 天端、端部の仕上げが良い。

  １項目該当   ｃ　評価 施工管理記録などから不可視部分の出来ばえの良さが伺える。

  該当項目なし ｄ  評価 全体的な美観が良い。

［判断基準］

３
・
Ⅲ
出
来
ば
え

考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 6 項目］

　舗装工事   ５項目以上　ａ　評価 舗装の平坦性が良い。

  ４項目該当　ｂ　評価 構造物の通りが良い。

  ３項目該当   ｃ　評価 端部処理が良い。

  ２項目以下   ｄ　評価 構造物へのすりつけ等が良い。

雨水処理が良い。

全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 4 項目］

　法面工事   ３項目以上　ａ　評価 通りが良い。

  ２項目該当　ｂ　評価 植生、吹付等の状態が均一である。

  １項目該当   ｃ　評価 端部処理が良い。

  該当項目なし ｄ  評価 全体的な美観が良い。

［評価対象 4 項目］

　基礎工事(杭、基礎構造物、   ３項目以上　ａ　評価 土工関係の仕上げが良い。

 　 　　　　　地盤改良等)   ２項目該当　ｂ　評価 通りが良い。

  １項目該当   ｃ　評価 端部、天端仕上げが良い。

  該当項目なし ｄ  評価 施工管理記録等から不可視部分の出来ばえの良さがうかがえる。

※地盤改良はb評価以下とする。

不可視部分は「施工管理記録などから不可視部分の出来映えの良さがうかがえる。」

可視部は「土工関係の仕上げが良い。」において施工管理記録などから出来ばえの良さが確認できた場合に

評価することとし、地盤改良においては最大２項目の評価とする。
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［判断基準］

考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 6 項目］

　コンクリート橋工事   ５項目以上　ａ　評価 コンクリート構造物の表面状態が良い。

  ４項目該当　ｂ　評価 コンクリート構造物の通りが良い。

  ３項目該当   ｃ　評価 天端及び端部の仕上げが良い。

  ２項目以下   ｄ　評価 支承部の仕上げが良い。

クラックが無い。

全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 5 項目］

　塗装工事（工場塗装を除く）  ４項目以上　ａ　評価 塗装の均一性が良い。

  ３項目該当　ｂ　評価 細部まできめ細かな施工がされている。

  ２項目該当   ｃ　評価 補修箇所が無い。

  １項目以下   ｄ　評価 ケレンの施工状況が良好である。

全体的な美観が良い。

［評価対象 4 項目］

　植 栽 工 事   ３項目以上　ａ　評価 樹木の活着状況が良い。

  ２項目該当　ｂ　評価 支柱の取り付けがきめ細かく施工されている。

  １項目該当   ｃ　評価 支柱の取り付けが堅固である。

  該当項目なし ｄ  評価 全体的な美観が良い。

［判断基準］
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考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 6 項目］

　防護柵（網）工事   ５項目以上　ａ　評価 通りが良い。

  ４項目該当　ｂ　評価 端部処理が良い。

  ３項目該当   ｃ　評価 部材表面に傷、錆がない。

  ２項目以下   ｄ　評価 既設構造物等とのすりつけが良い。

きめ細やかな施工がなされている。

全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 5 項目］

　標識工事   ４項目以上　ａ　評価 設置位置に配慮がある。

  ３項目該当　ｂ　評価 標識板の向き並びに角度及びその支柱の通りが良い。

  ２項目該当   ｃ　評価 標識板の支柱に変色が無い。

  １項目以下   ｄ　評価 支柱基礎が入念に埋め戻されている。

全体的な美観が良い。

［評価対象 5 項目］

　区画線工事   ４項目以上　ａ　評価 塗料の塗布が均一である。

  ３項目該当　ｂ　評価 視認性が良い。

  ２項目該当   ｃ　評価 接着状態が良い。

  １項目以下   ｄ　評価 施工前の清掃が入念に実施されている。

全体的な美観が良い。

［判断基準］
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考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 4 項目］

　電線共同溝工事   ３項目以上　ａ　評価 歩道及び車道の舗装(含､仮復旧舗装)の勾配が適切で、有害な段差が無く平坦性が確保されている。

  ２項目該当　ｂ　評価 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸの蓋に、がたつきや不要な隙間が生じていない。

  １項目該当   ｃ　評価 施工管理記録などから、不可視部分の出来映えの良さが伺える。

  該当項目なし ｄ  評価 全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 4 項目］

　維持修繕工事   ３項目以上　ａ　評価 小構造物等にも注意が払われている。

  ２項目該当　ｂ　評価 きめ細かな施工がなされている。

  １項目該当   ｃ　評価 既設構造物とのすりつけが良い。

  該当項目なし ｄ  評価 全体的な美観が良い。

［評価対象 5 項目］

　公 園 工 事   ４項目以上　ａ　評価 施設構造物の表面状態、通り、収まり等仕上げの状態がよい。

  ３項目該当　ｂ　評価 舗装の平坦性が良い。

  ２項目該当   ｃ　評価 遊具等の作動が安全でかつ、良好に作動する。

  １項目以下   ｄ　評価 維持管理等の配慮がよい。

全体的な美観が良い

［判断基準］
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考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 6 項目］

　港湾構造物工事（本体工）   ５項目以上　ａ　評価 コンクリート構造物の表面状態が良い。

  ４項目該当　ｂ　評価 コンクリート構造物の通りが良い。

  ３項目該当   ｃ　評価 天端仕上げ、端部仕上げ等が良い。

  ２項目以下   ｄ　評価 クラックがない。

漏水がない。

全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 5 項目］

　港湾構造物工事（付属工   ４項目以上　ａ　評価 通りが良い。

　　　　　　　　　関係）   ３項目該当　ｂ　評価 施工管理記録から不可視部分の出来ばえの良さがうかがえる。

  ２項目該当   ｃ　評価 構造物の表面及び端部の仕上げがよい。

  １項目以下   ｄ　評価 きめ細かな施工がなされている。

　　　　          　　　　 全体的な美観が良い。

［評価対象 4 項目］

　港湾構造物工事（浚渫・   ４項目該当　ａ　評価 規定された水深・幅・勾配又は改良深度等が確保されている。

　　　 　　　　床掘関係）   ３項目該当　ｂ　評価 施工管理記録から不可視部分の出来ばえの良さが伺える。

  ２項目該当   ｃ　評価 施工後の表面及び底面等の全体的な仕上げが良い。

  １項目以下   ｄ  評価 浚渫及び盛上り等の土砂が適切に処理されている。
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［判断基準］

考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 4 項目］

　港湾構造物工事（捨石   ３項目以上　ａ　評価 土工関係の仕上げが良い。

　 　　 　　基礎関係）   ２項目該当　ｂ　評価 通りが良い。

  １項目該当   ｃ　評価 端部、天端仕上げが良い。

  該当項目なし ｄ  評価 施工管理記録等から不可視部分の出来ばえの良さがうかがえる。

［判断基準］ ［評価対象 9 項目］

　下 水 道 工 事   ８項目以上　ａ　評価 管の通りが良い。

  ６～７項目　ｂ　評価 材料のかみ合わせが良い。

  ４～５項目   ｃ　評価 漏水がない。

  ３項目以下   ｄ　評価 傷やクラックがない。

仕上げが良い。

端部処理が良い。

全体的に美観が良い。

既設構造物との摺り付けがよい。

埋戻し及び路面復旧の状態がよい。

［評価対象 4 項目］

　水 道 工 事   ３項目以上　ａ　評価 鉄蓋類の路面との摺り付けがよい。

  ２項目該当　ｂ　評価 弁室内等のずれ、浮き、クラックがない。

  １項目該当   ｃ　評価 端部処理が良い。

  該当項目なし ｄ  評価 全体的に美観が良い。
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考査項目別運用表（検査員用）



［判断基準］ ［評価対象 7 項目］

　管更生工事   ６項目以上　ａ　評価 通りが良い。

  ５項目該当　ｂ　評価 仕上げが良い。

  ４項目該当   ｃ　評価 漏水がない。

  ３項目以下   ｄ　評価 材料のかみ合わせが良い。

傷やクラックがない。

端部処理が良い。

全体的な美観が良い。

［判断基準］ ［評価対象 項目］

［評価対象 項目］…該当工種から考査し、考査項目は４～５項目とする。

　上記以外の工事 ＜対象５項目＞ 　　＜対象４項目＞ 理由：

 ４項目以上：ａ　　３項目以上：ａ　 理由：

 ３項目該当：ｂ　　２項目該当：ｂ　 理由：

 ２項目該当：ｃ　　１項目該当：ｃ　 理由：

 １項目以下：ｄ　　該当項目無：ｄ　 理由：

［判断基準］
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考査項目別運用表（検査員用）


